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目的： 

短い妊娠期間と 3 歳時点での発育障害（身長・体重）と呼吸器症状（喘鳴・喘息）との関連を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

妊娠 32 週から 41 週で出生し、単胎で先天異常がない、86,158 人の子どもを対象とした。発育障害を 3 歳時点の身長・体重が 10

パーセンタイル未満、喘鳴はエコチル調査の質問票による回答、喘息は医師による診断により定義した。社会経済的因子および

周産期因子を調整した後、妊娠 32-33 週、34-36 週、37-38 週で出生した子どもが、妊娠 39-41 週で出生した子どもと比較して 3

歳時点での発育障害や呼吸器症状の出現率に違いがあるかを検討した。 

 

結果： 

妊娠期間が短い子どもほど、妊娠 39-41 週で産まれた子どもに比べて、3 歳時点の身長・体重が 10 パーセンタイル未満となる割

合や、喘鳴・喘息の出現率の上昇と関連していた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊娠 32 週から妊娠 38 週 6 日までの早産においても、妊娠 39 週から 41 週の出生と比較すると、発育障害や呼吸器症状の出現

率上昇と関連がある可能性が示された。小児科医や、保健師などの医療従事者へ、これらの成果を共有することと、妊婦へ適切

な医療とケアを提供することが、重要であると考えられた。本研究の主な限界は、主要な結果に関するデータが、家族の記憶や、

主観的な判断によって質問票に記載されたデータであることである。 

 

結論： 

妊娠 39-41 週より短い妊娠期間（妊娠 32 週から妊娠 38 週 6 日まで）は、3 歳時での発育障害・呼吸器症状の出現率の上昇と関

連していた。 

 


